
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

速 報 
 
 
 

 

報 告 

 

5 月 28 日（月）「京都市景観まちづくりセン
ター」にて。26 社 39 名の参加でした。ワー
クショップ形式で議論いたしました。 

 

 



 

遮光板

■祇園の夜を魅了する 照明の話 
・東日本大震災以後に普及したＬＥＤは、省エネ、⾧寿命、熱線が少ないなどの特⾧がある。食材を美味し

そうに見せるＬＥＤもある。 
・屋外照明は「安全・防犯」の目的に加え、「景観」として、まちの個性を演出する目的もある。ショッピ

ングセンターと夜の祇園にふさわしい光は異なるはず。 
・昼と同じようにする必要はない。 
・「光」の基本について。「光」とは、電磁波の一種の可視光線のこと。 
・よく言われる「ワット」とは、電力の単位であるが、明るさの目安として一般的によく使われてきた。 
・光の量は「光度（カンデラ）」、「光束（ルーメン）」、「照度（ルクス）」、「輝度（カンデラ/㎡）」で表す。 
・「光度」は、ある方向での光の強さ、「光束」は光源から出る光の量、「照度」は場所による明るさの違い、

「輝度」は照度と物の関係で、「輝度」で明るさを測る。 
・ＬＥＤは光を落としていくと、寂しい感じの光になる。（将来は改良されるかもしれないが） 
・光を落として使うことが前提なら、４０ワット相当のＬＥＤを使うのが好ましい（本当は２０ワットが理

想）。 
・きれいな光を使いたいときは、ＬＥＤより白熱灯に軍配が上がる。 
・光は上から照らす方が自然な感じになる。雰囲気を出すためには、下からの光を足す（実演）。 
・（質問）現在は川の向こうから照明を照らしているが、木の根元、屋根からなど、ライトを設置する場所

を変えた方がいいか→（答え）。電球色で統一し、遮光板で調節することで現状の位置でもよい。さらに、
枝の下にほのかな光を加えると、グッと雰囲気がよくなる。 

■その他 
（神奈比さんから） 
・天然木ロールスクリーンのサンプルをいただいた。どれが良いか検討・提案してほしい。 
・天然木は雰囲気はよいが、非常に高価であるのが問題。 
■報告 
・まちづくり部の活動予定（２０１７年度決算、２０１８年度予算）について報告。 
・土用供養を７月２7 日頃に開催する。祇園祭の時期のため、時間は未定。 
・祇園町南側で８月、外国人観光客の「迷惑行為」に関するアンケート調査を実施する。 
・祇園町南側では、団体の外国人観光客の来訪（花見小路への入場）を制限することも検討されている。 

報 告 

6 月 12 日（火）「登希
代の２かい」にて。参
加者は 17 名でした。 


